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日本人の倫理観の特徴について
2011年3月11日の東日本大震災の後、日本及び日本国民に対して世界中から賞賛と支援のメッセージが届けられた。それは、災害の際にありがちな暴動や略奪などは、全く発生せず、苦難にも取り乱さずぐっと耐え忍ぶ姿勢であった。また、外国人に対して日本人とわけへだてなく援助することが日本を賞賛する形で海外のメディアに取り上げられた。この報道自体が日本でニュースとして積極的に報じられ多くの人々を元気づけた。

日本人の持つ特性として他者に対する「やさしさ」と困っている人や助けを求めている人がいたとき、何とかその人を助けてあげたいと思う「思いやり」がある。これらのことは、小さな島国で稲作、漁労により貧しいながらも万物と共生して生きていかなければならなかった日本人の特性としてとらえられると思う。そのエピソードとしてエルトゥールル号遭難事件がある。

エルトゥールル号遭難事件とは、1890年9月16日に起きた大規模な海難事故であり、　　日本とトルコの関係に大きな影響を及ぼした事件である。自分たちの食べるものにも事欠くような村人たちが一生懸命にエルトゥールル号の遭難者たちを救おうとした。この行動は、決して「見返りを求めて」行ったものではなく、「やさしさ」「思いやり」「自己犠牲」を感じさせる活動である。これは、小さな島国で稲作や漁業により貧しいながらも誠実に生活してきた日本人の特性を感じさせる。
また、日本の文化は、西洋とは、異なった成熟した文明であり、歴史的には、つぎのような特徴があげられる。

第一は、伝統の力である。それは、時の政治力、軍事力によっても消えない、共同体の力といってよい。端的にいえば、天皇の存在である。それが１２５代続いていること自体、厳然たる事実である。そうした伝統の力は、政治の世界だけでなく経済界でもそうである。日本には、世界的にも長い歴史をもつ企業が数多くある。

第二は、美への情熱である。美術、文学、音楽、どれをとっても他国と異なる独自のもっていて素晴らしい。日本の神社仏閣の木造の美しさは、周囲の樹木とも調和して見事である。さらにその中には、古い仏像や神棚がある。和歌、俳句。生け花、書の文化、そして謡曲からカラオケまで続く芸事の伝統は、ほとんど他国には例をみない。それも一部の人々に限られた他国と比べるとはるかに広範囲の人々が楽しんでいる。

　第三の力は、宗教である。日本人ほど、意識していないにもかかわらず、宗教的な国民はない。散歩で近所を歩いて気づくことは、たくさんの神社やお寺がある。それは、よく見かけるコンビニエンスストアの数よりはるかに多い。全国で神社の数は約８万、お寺も約８万、合計１６万もある。これに対してコンビニエンスストアは、５万ほどである。神道と仏教の２つの宗教の建物がだいたい同じだけある。人が宗教を信じるといえば、たいていは、一つの宗教なのに、日本人は、両方にお参りする。これを神仏習合（しんぶつしゅうごう）といいこのような形態は、他の国では、みられない。これは、二種類の宗教が並列しているのではなく、補完しあっているからである。日本人の共同宗教としての神道と個人宗教としての仏教は、役割分担している。それを最初に気づいたのが、聖徳太子である。共同体でおまいりするのが神社、個人でおまいりするのが仏閣である。

伝統的価値、美的価値への注目、宗教性への回帰、この三つの力が働いているからこそ、日本人の精神は安定しているのであり、それが社会、政治、経済の基礎にあるからこそ、日本人の精神は安定しているのであり、それが、社会、政治、経済の基礎にあるからこそ私たちは、日本人として世界で生きていける。

そうした中で日本人の倫理観に大きな影響を与えているものは、「武士道」である。

「武士道」とは、個人が誇り高く清らかに生きていくための指針であり、日本人の伝統的道徳の基本となっている。日本人が、社会的秩序を保っていられるのは、どこかで無意識に「武士道」という規範を心の中で信じているためではないだろうか。
コンプライアンス＜――日本文化　＜――武士道

特異な道徳である「武士道」を形づくった日本人の特性は、変容しながらも現在に生き続けている。（「武士は、食わねど　爪楊枝」「がまんの哲学」など）

また、昔から、武士には武士特有の規範や倫理があり、江戸時代に入ると、武士の規範や倫理はさまざまな書物に著され、武士たちの間にひろまっていった。特に剣の達人として後世に名を遺す宮本武蔵がまとめた「五輪の書」は、宮本武蔵が到達した兵道の心をまとめた一冊として有名である。「五輪書」は、技術的に深く踏み込んだ実践的な兵法書でありながらその枠を超えて独自の哲学的な境地も示されている。技術としての剣術、哲学としての剣術の両者を表現した稀有な書物である。完成度が高いうえに文章も実に分かりやすく書かれている。

これには、「地の巻」、「水の巻」、「火の巻」、「風の巻」、「空の巻」の全五巻でまとめられており、特に「地の巻」では、兵法を修得するための基本心得としてつぎの内容が記載されており感慨深い。
①よこしまな心を持たぬこと。

②二天一流の道を厳しく修業すること。

③広く諸芸に触れること。

③さまざまな職能の道を知ること。

④ものごとの利害損失をわきまえること。

⑤すべてのことに真実を見分ける力を養うこと。

⑥目に見えぬ本質をさとること。

⑦小さなことにも注意を怠らぬこと。

⑧役にたたないことは、しないこと。

「武士道」の代表的な文献として、新渡戸稲造の「武士道」があり、この文献は、武士道の精神を体系的にかつ総括的にのべた思想書といわれるからである。

新渡戸のいう「武士道」は、時代を超えた「人の生き方」について述べており、現代人が忘れてしまったものを思い起こすためにも重要な意味があると思われる。日本人は、宗教なしに道徳をどう学ぶのかという外国人の疑問を受け、英文で書かれた。そのため日本人の道徳観を支えている神道、仏教、儒教をとりあげ、欧米思想と対比させながら「武士道」が普遍的な思想であることを述べている。内容は、全17章からなり、まず、第１章「道徳としての武士道」の冒頭でつぎのとおり述べている。

「武士道は、日本の標章である桜の花にまさるとも劣らない、わが国土に根ざした花である。　それは、われわれの歴史の植物標本箱に保存される、干からびた古い美徳ではない。私たちの間にあってそれは、なんらの実体的な形を持たないが、道徳的雰囲気の香りを漂わせ、私たちがなおその魅力のもとにおかれていることに気づかせてくれる。」　（武士道研究の意義：第一章）

すなわち、武士道は、元来、封建武士社会から生まれたものであり、その武士社会はもはや過去のものとなってしまったが、武士道の精神は、今も生きていて、日本人の心の中に生きているとしている。　
「武士道」の源泉について：

「武士道」の源泉は、仏教、神道、儒教といわれており、その内容は、つぎのとおりである。

1． 仏教

　仏教は、武士道に心の安らかさや平静さをもたらしている。仏教では、釈迦を尊崇し其の教えを理解し修業によって悟りを得ることで煩悩を除き涅槃（ねはん）の境地に至ることを目的としている。その仏教の中でも武士道に大きな影響を与えたのが禅の教えである。禅では、心身を統一し瞑想（めいそう）する修業方法が悟りに至るための重要なものである。

2.　神道

礼儀を重んじ先祖への崇敬、主君に対する忠誠心、親をいたわり親につくす気持ち、すなわち孝心を武士道に与えた。

神道は、日本で自然発生的に誕生した日本固有の宗教である。伝統的な民即信仰を基盤として成立した。教義体系は、外来の仏教や儒教の影響を受けつつ立てられた。皇室神道、神社神道、教派神道、民間神道をさしていうことが多い。通常は、神社神道をさしていうことが多い。

3.儒教

道徳的な教義に関しては、儒教の教えが基になっている。また、儒教から派生した朱子学や陽明学の教えも武士道に大きな影響を与えている。

儒教は仁、義、礼、智、信の五常（人の行い守るべき五つの道）を説いている。

日本の文化と心理的要因に着目したコンプライアンスのあり方

日本の文化と心理的要因を考慮した内部通報制度のあり方

　日本人のコンプライアンス意識を考える際には、先に述べたようにその背景には、日本文化（大きな影響を与えた「武士道」の精神含む）がある。
また、内部通報制度についてみていくと、内部通報・内部告発しても報われるとは、限らないという事実があり、日本においては、内部告発しても「内部告発＝裏切り」という考え方が根強く告発が成功しても周囲が離れていくことが少なくない。

内部告発とは、自分が所属する組織を糾弾する行為であると同時に、自分が所属するムラ社会そのものを撃つ行為である。これは、日本社会の閉鎖性に原因があり、内部告発を考えている人たちは、悲痛なほど孤独な闘いを強いられることが多いし、告発、によって孤独をさらに深めてしまうケースも少なくない。

　これらの課題を検討するに際しては、まず日本人の心の問題について堀りさげていくことが必要と思う。そしてそのためには、可能な限り、より客観的な調査に裏打ちされたデータ分析と社会心理学的なアプローチが必要と思う。そのためつぎのような観点からの分析を行いたい。

日本人とは何か、日本人とはどのような文化・価値観をもった人々なのかを世界の中で明らかにしていくことが必要であり、そのためには、WVS(世界価値観調査)やISSP（国際社会調査プログラム）といった複数の国に同じ内容の調査票を用いてアンケート、いわゆる国際世論調査のデータを用いて国ごとの回答の傾向が分かり、これを手がかりにして日本人の価値意識について考えることは、有意義と思われる。　また社会心理学の観点から社会に生きる人の心のしくみを調べてそれに基づく制度を検討することも必要である。
（1） 日本人の見方や考え方の独自性についてのデータ分析

（日本人の価値観、明治大学国際日本学部準教授　鈴木賢志著　中公選書　中央公論新社発行を参照）

1 日本人は、宗教的な関わりをとても大切にしている。

　－＞文部科学省が毎年実施している「宗教統計調査」によると2008年末時点の日本の

信者数は、仏教系が約1億843万人、神道系が8751万人、キリスト系が237万人、その他が237万人となっている。（信者数が人口を超えるのは、多くの人が仏教系と神道系の両者に属しているため）
初詣、結婚式における仏前、神前、教会のいずれかを選ぶ人が多く、子供が生まれると七五三、受験の合格祈願、死ねば寺で供養などさまざまなところで宗教と関連している。そして日本人は、「祖先の霊的な力を信ずる人」の割合が63％で、世界一である。
ランキング：ＩＳＳＰ　2000年調査

1.　日本　　　　　　63％　　　　　　　　30.　ドイ ツ　　　17.6％。

2.　台湾　　　　　　60.9％　　　　　　　31.　ベルギ-　 　　13.8％

3.　南アフリカ　　　56.7％　　　　　　　32.　デンマーク　　13.8％

4.　トルコ　　　　　52.8％　　　　　　　33.　クロアチア　　13.5％

5.　ウクライナ　　　48.7％　　　　　　　34.　キプロス　　　10.8％

---------------------------　　
2 日本人は、シャイ＝　内気、非社交的と思っている。
―＞日本人の39.4％は、自分たちをシャイだと思っており、これは、調査した18カ国中で17位である。

ランキング：ISSP  2005年調査　「自分は、外交的・社交的な性格だと思うか」
1.　イスラエル　　89.3％　　　　14.　ドイツ　　　　　　　67.6％
2.　フィリピン　　86.5％　　　　15.　ニュージーランド　　65.3％
3.　フランス　　　85.9％　　　　16．台湾　　　　　　　　40.9％
4.　アイルランド　85.7％　　　　17.　日本　　　　　　　　39.4％
5.　メキシコ　　　82.1％　　　　18.　韓国　　　　　　　　37.3％

------------------------------

3 日本人は、「罪の意識」への考えが強い
―＞　「拾ったお金を自分のものにする。」いわゆるネコババは、許されないという意識が高い。37カ国中34位である。
ランキング：WVS 第2回調査 「拾ったお金を自分のものにすることについてあなたは、どう思いますか」（1　許されない。----10許される）「1989年-1993年調査」
1.　メキシコ　　 　5.67 %      　 33. 　中国　　　　　2.11%
2.　ブラジル　　　　5.01%　　　　34.　日本　　　　　2.03%
3.　アルゼンチン　　4.59%　　　　35.　ブルガリア　　1.89%
4.　チリ　　　　　　4.58%　　　　36.　マルタ　　　　1.89%
5.　ポルトガル　　　4.29%　　　　37.　オーストリア　1.69%
----------------------------------
4 日本人は、「自然と調和・共存する」
―＞WVS調査で「人間は、自然を支配すべきか」あるいは、「自然と調和し共存すべきか」という質問では、日本人はほぼ全員ともいえる98.6％の人が「自然と調和し共存すべき」回答している。これは、60ヵ国第1位である。

ランキング：WVS 第3回~第5回調査 「人間にとって自然は、調和し、共存すべきものである」の割合。
1.　日本　　　　98.6％（2000年）　56.　ベトナム　　　　52.9％（2001年）
2.　スロベニア　96.5％（1995年）　57.　フィリピン　　　50.5％（2001年）
3.　チェコ　　　95.6％（1998年）　58．パキスタン　　　48.4％（1997年）
4.　ハンガリー　95.6％（1998年）　59.　ナイジェリア　　44.3％（1995年）
5.　ドイツ　　　95.3％（1997年）　60.　サウジアアラビア　38.0％（2003年）
------------------------------

（2） 社会心理学からみた検討
　　（無責任の構造　モラルハザードへの知的戦略　岡本浩一　PHP新書、

よくわかる社会心理学　立教大学現代心理学教授小口孝治司　監修参照 ）

心の働きや変化は、常に社会や他者の影響を受けている。そこで個人の心理から、社会事象までを広く科学するのが社会心理学である。「人は、社会的存在である」ことを前提に、社会のできごとや周囲の人との関係が、私たちの心にどのような影響を及ぼすかを調べる。具体的には、個人の心理、１対１の対人行動の心理、集団行動の心理、社会の心理等である。
組織のあるところには、必ず「無責任の構造」がひそんでいる。無責任をひきおこす集団と人格のメカニズムを社会心理学的に分析することが必要である。（岡本浩一）。したがって特に職場における「同調」、「服従」、「内面化」などについて検討し、その上で無責任の回避への対応を考えていくことが必要である。
1 同調

「集団は、自分の価値を感じさせてくれる反面、ストレスの原因となることも多い。暗黙のルールや、無言の圧力により、自分の本心を見失ってしまうこともある。」

集団行動の心理面からは、集団に対する問題提起などが困難で「無責任の構造」に落ちることになう要因の一つが同調という社会心理学的現象である。
集団内の人たちは、考え方や外見、行動パターンなどが似ている（集団の斉一性：せいいつせい）。そしてメンバーには、共通のルール（集団規範）に基づいて行動する。この背景には、つぎの二つがあり、その結果、周囲への同調行動が増え、集団内のメンバーどうしが似通ってくる。

・情報的影響：客観的と思われる他者からの情報によって正しい反応を行おうとする。
・規範的影響：他者から拒否されたくないため集団の行動パターンにあわせようとする。
―＞多数派が少数派を支配するのが一般的であるが、一貫した主張を続ければ、少数派が多数派に影響を与えることができる。（６名１組でスライドの色を答える実験：たった二人の「サクラ」の人が「青」のスライドを「緑」と言い張ったことで周囲も「緑」と誤答した）。
2 服従

「えらい人の意見にはやっぱり、逆らえない」
対人関係や職権などのもとで発生する強権力を社会心理学的には、「社会的圧力」という。社会的圧力のもとで不本意な行動をさせられるのが服従である。服従は、社会的圧力という点で同調とは異なり自発的に生じる行動ではない。服従している本人には、自分の意見に反した行動であるという自覚がある。服従を相手に強いるための必要な賞罰がなくなったり、服従を確認するための監視がなくなるとこの行動は起こらなくなる。
「権威者のいいなりなどならない」と思っている人は多いが人は、いとも簡単に権威に屈してしまう。（アメリカの社会心理学者ミルグラムによる「電気ショック」の実験が有名。これは、第二次世界大戦中のドイツ人によるユダヤ人の大量殺りく（ホロ―コースト）を概念モデルとして行われた実験である。ここでは「学習におよぼす罰の効果」を調べる実験との名目で、実験参加者（実験対象者）に教師役になってもらい、生徒役（サクラ）が問題を間違えたら電気ショックを与えるように監督役（実験を行う人）が命令する。その結果、６割以上の人（実験参加者）が致死量の「電気ショック」を与えた。実際は、「電気ショック」を与えておらず、生徒役が演技をするだけ）。

権威に対して、本心と異なる言動をとるとき、人は苦痛を感じる。その痛みを和らげるため、「自分は、権威者の要求を実行する代理人にすぎない」と思いこむ代理状態となったり、「人に苦痛を与えても、科学のため」などと自分の行為を正当化しようとする。
―＞服従の圧力が幻想にすぎないかどうか確認して対処することが必要である。（職権上の懲戒などは、実際にない場合もある。相手が社会的圧力基盤をもっているときには、その相手より上位の相手とコミュ二ケーションすることを試みる。

3 内面化：

「値観・態度が内面化しはじめることがある。」

服従は、強制力の源泉があってはじめて起き、同調は、モデルがあって起きる現象であるが、内面化は、当該の行動の背景となる価値観が修得されあっため、強制力もモデルもなしに、行動が、継続される現象である。

ここにおいては、「時間の経過」「間接的な方法」「ひかえめな報酬」が大きな要素となっているので注意が必要である。

・「時間の経過」：時間が経過すれば、「上司もきちんと考えているのだろう。」「自分の

言ったことは、とりあえず、意味があった」という具合に、「沈黙することにした」

ことへの内的合理化をし始める。
・「間接的な方法」：自分が買収されたというような罪悪感を弱め、「自分は、会社に（人材として）かわれている、評価されている」という自己認識の材料となる。
・「ひかえめな報酬」は、上記のことを内的価値として内面化させる。

「無責任の構造」を回避するための具体案とは：
（「無責任の構造」を回避・克服するには、どのような対応策が必要なのであろうか。）
企業におけるコンプライアンス活動とはつぎのような活動である。ただし、これらの活動の中味が本当に機能しているかがポイントである。

・企業の実態に即したコンプライアンス組織の構築

・教育・啓蒙・違法行為の有無に関する内部監査実施、社内における違法行為の通報の奨励・保護などの日常的活動

・違法行為の疑いいが生じた場合の社内調査、法執行機関との連携・協力による事実の解明、違法行為の原因究明と再発防止措置

・利潤追求と法令順守が一致する環境を実現するための活動など
ただし、形だけでは、いけない。機能不全していないかチェックが必要である。コーポレートガバナンスの強化だけでは、根本原因の解決にはならない。中身のある教育・指導が必要である。

「無責任の構造」（モラルハザードへの知的戦略）の中で、岡本浩一氏は、つぎのようなことをあげている。　
個人レベルでは、自分自身の専門的判断力を鍛える、自分自身に事柄の是非を基本として考える（属事主義）、人脈に頼らぬ習慣をつける、孤高に耐えるなどがあげられている。

ただし、個人としての対応については、おのずから限度があるのではなかろうか？たとえ、職業的倫理観をもって、自分の良心をもって、孤高をもって行動しようとしてもそれを制約する社会的慣習や企業風土があり、結局は、躊躇せざるを得ないのでは、なかろうか？
したがって最も大切なことは、むしろ組織全体をいかにして「無責任の構造」に対応できるものに形作るかではないかと思う。そのためには、
①　監査機構を整備する。

安全確保や規制遵守などについては、それを専任に担当する部署をつくる。そしてそれらの部署の役割を安全上の問題や規制違反、倫理違反を摘発することだけに限定する。摘発した問題への対応の役割は別の部署が行う。監査機構に摘発と対処の両方の機能を付与するとやっかいなことを摘発しないという形になりかねない。
2 　監査機構の独立性を保証する。
　監査機構の報告機能が社長や特定部著の長によって干渉されず、経営圧力がかからない機構にしておく。たとえば、業界団体の第三者機関に関連づけるなどの対応。
上記に加えて後継者候補者たちのきちんとした育成が必要である。なぜなら、本来、「無責任の構造」の回避をするための工夫をするのは、トップの責任であるし、トップが、きちんと客観的にかつ正確な事実を把握し、それらに誠実に対応していく姿勢を示していけば、その組織も自ずとそれにそった組織へと変換していくのではないだろうか？
まとめ：

1． 日本人の特質：高い倫理観・道徳心を持つ。

がまん、忍耐力がある。民度が高い（おもいやり、親切、やさしさ、清潔、安全など）
2． 日本人の倫理観・道徳心を支えているのは、日本文化（歴史、 宗教、地域性（島国であり他国から侵略されたことが少ない）、民俗性（単一民族）、農耕民族　など）ではないか？それに一番大きな影響を与えているのは、武士道の考えではないか？
3． コンプライアンスを実効あるものとするためには；

（1） 日本人の性質・特質をよく把握したうえでの対応が必要である。

（2） 社会心理学的な分析をきちんと行う必要がある。（人間の行動パターンなど）

（3） 各個人への意識つけ、動機つけが必要（教育他）

（4） 個人レベルでは、高い倫理観、良心をもつ人が多い。

（5） ただし、企業レベルでは、上記を阻害するさまざまな障害がある。（ムラ社会、内部通報するとパッシングされる現実：オリンパス、三菱自動車など多くの事例がある）
（6） 組織のトップが決断し、第三者的な組織作りが必要である。

（7） トップ、そしてその後継者のしっかりした教育が必要である。

（8） 組織については、常にそして継続的なチェック（それも可能な限り第三者機関による）が必要ではないだろうか。
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